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 １．概要                                                       

１.１ 背景と目的 

（１）背景 

国や県において、サイクルスポーツやサイクルツーリズムなど、交通手段以外での自転車の利活用が広が

っています。一方で、島田市の交通事故件数が減少傾向となっているにも関わらず、自転車事故件数は減

少していない状況であることから、自転車交通事故対策が喫緊の課題となっています。本市においても、自

転車の利用を促進する自転車活用推進計画の策定や、安全な通行空間を確保するための自転車ネットワ

ーク計画の策定が必要となっています。 

○国・県の動向 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
 
     
 

 

 

○自転車の現状 
 

  

 安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン   
「自転車は『車両』であり車道通行が大原則」という観点

に基づき、自転車通行空間として重要な路線を対象とした
面的な自転車ネットワーク計画の作成方法や、交通状況に
応じて、歩行者、自転車、自動車が適切に分離された空間整
備のための自転車通行空間設計の考え方等について提示
しています。 

 静岡県自転車道等設計仕様書                
「自転車は車両であり、車道通行が原則である。そのた

め、本仕様書は、道路管理者が自転車通行空間を設計する
際に、特にわかりにくい箇所や静岡県内で統一を図りたい
箇所についての考え方を整理し、統一的な自転車通行空間
の整備を図ることを目的とする。 

自転車道等の設計の参考資料として活用し、地域の実情
に応じて弾力的に運用するものとする。」 

 国：自転車活用推進計画 目標                                 
①自転車交通の役割拡大による良好な都市環境の形成 
②サイクルスポーツの振興等による活力ある健康長寿社会

の実現 
③サイクルツーリズムの推進による観光立国の実現 
④自転車事故のない安全で安心な社会の実現 

 県：自転車活用推進計画 目標                                
①自転車競技のアジア中心地への成⾧と自転車アスリート

育成体制の構築 
②国際的なサイクルツーリズムの目的地創造  
③安全・快適に誰もが自転車に親しむ地域社会の形成  
④良好な自転車走行空間の形成 

 自転車活用推進法（H２９.５）                      
「都道府県・市町村は、自転車活用推進法の基本理念や

国の推進計画を勘案し、地域の実情に応じた自転車の活
用の推進に関する施策を定めた計画を定めるよう努めなけ
ればならない。」 
→ 国、県の推進計画の目標、基本的な考え方を踏まえ、地
域の課題解決や地域特性・地域資源を活用し、自転車に関
する施策を総合的に推進する計画を定めます。 
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交通事故件数は減少傾向にあるものの、自転
車事故件数は減少していない状況にあります 

年度別自転車事故件数の推移 
出典「警察庁オープンデータ」 

 
 
 

自転車を利用する際の通行位置 
出典「島田市自転車通学アンケート結果」 

 

市町村道の自転車事故件数が多い傾向に
あります 

道路区分別自転車事故件数の推移 
出典「警察庁オープンデータ」 
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（２）目的 

島田市内における自転車事故削減が急務であるため、中学生・高校生の通学や通勤・買い物等の日常

利用および観光等において、自転車が安全かつ快適に通行できる空間を効果的・効率的に整備することを

目的として、島田市自転車ネットワーク計画を策定します。 

１.２ 本計画の対象地域  

本計画は、島田市全域を対象とします。 

 

図：本計画の対象地域（島田市全域） 
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１.３ 計画の位置付け  

本計画は、国のガイドラインや静岡県自転車活用推進計画の考え方を基本として、島田市の自転車利用、

道路環境の現状や課題を踏まえ、「第二次島田市総合計画」に寄与する計画として策定します。 

また、関連計画である「第１１次島田市交通安全計画」や「島田市中心市街地活性化計画」等との連携

を図ります。 

なお、「島田市自転車活用推進計画」が策定された場合は、同計画の施策の一つとして位置付けます。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上位計画                                  
・第２次自転車活用推進計画（国） 
・第２次静岡県自転車活用推進計画 
・第２次島田市総合計画 
・島田市都市計画マスタープラン 
・島田市立地適正化計画 
・島田市自転車活用推進計画（策定予定） 

 関連計画                              
・第１１次島田市交通安全計画 
・島田市中心市街地活性化基本計画 
・島田市観光戦略プラン 
・第３次島田市健康増進計画 
・島田市観光地エリア景観計画 等 

島田市における SDGｓ 

島田市では、地域の多様な主体とのパートナーシップにより、国際的視点で考え、地域主体で行動

し、その取り組みを地域全体に広げることで、ＳＤＧｓに取り組む人々を増やすとともに、経済・社会・環

境の好循環が生まれる持続可能なまちづくりを更に推進しています。 

本計画は、以下の視点における SDGｓの達成に寄与するとともに、本市が掲げる将来像「笑顔あ

ふれる 安心のまち 島田」の実現を目指します。  

【主に関係のある目標】 

      

即す 連携する 

・安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（平成２８年７月） 
・静岡県自転車道等設計仕様書 

則す 

島田市自転車ネットワーク計画 
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